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目指す学校の姿 

学校経営の基本理念 

生徒の思いや願い 一中ゾーン 義務教育終了時の姿 学校教育目標 

「学校にいる全ての人が自分らしさを発揮できる学校」 

教師の力 

・よりよい教育を求め、挑戦し続ける教師 

・生徒理解力を有する教師 

・教科専門性と指導力を有する教師 

・生徒・保護者から信頼される教師 

・主体的に自己を高める生徒   
・多様な他者と協働する生徒   
・自他を大切にする生徒       

CS・保護者等の力 

・一中ゾーンコミュニティ・スクールの連

携の強化と義務教育９年間の教育活動の充

実 

・地域・保護者による協力や支援 

働きやすく、働きがいのある職場環境 

組織的な運営   人材育成    働き方改革   服務事故防止等   

〇「生徒が主役」 

〇自ら課題を見付け、失敗を恐れずに挑戦し、試行錯誤を繰り返しながら解決へと協働する

教育活動の推進 

〇「縁を大切にする」「人間的に成長する」「経営に積極的に参画する」「チームで助け合う」職場環境づくり 

授業改善、工夫 

主体的・対話的で深い学びのある授業 

個別最適な学び 協働的な学び 

総合的な学習の時間     校内研究（探究）  

カリキュラム・マネジメント  ICTの活用   

グローバル教育 

 

 

特別活動の充実 

生徒会活動   委員会活動  学級活動 

体育祭       合唱祭      修学旅行 

自然体験教室 スキー教室   校外学習 

創立８０周年（R9年度） 

 

 

誰一人取り残さない教育の推進 

特別支援教育の充実  インクルーシブな学校     いじめ・不登校対応 

教育課題の重点 

狛江で育ち、狛江一中で

学んだことを生涯の誇り

にできる生徒 

・生徒が自ら考え行動する 

・生徒の個性が大切にされる 

・分かりやすい授業 

・過ごしやすく、安心できる環境 

※児童・生徒が未来に引き継ぎたい学校のよさより 



学校教育目標を達成するための基本方針  

ア 主体的に自己を高める生徒を育てるために  

(ア) 主体的、対話的で深い学びのある授業の実現に向け、校内研究を核としながら組織的に改善 

を図る。  

(イ) 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（令和の日本型教育の実現）を図る。 

また、ICTを活用し、見方・考え方を自在に働かせるとともに、探究学習につながる授業へと改 

善を図る。  

(ウ) 学習者が主体となる授業を行い、学び方が身に付けられるようにするとともに、知識及び技能

の確実な習得を図る。  

(エ) 生徒に育成すべき資質・能力を明確にして授業改善や地域人材等の活用を推進するととも 

に、学校が中核となりながら地域と連携・協働するコミュニティ・スクールにより「社会に開か 

れた教育課程」を実現する。  

(オ) ESDを視点とした「カリキュラム・マネジメント」に取り組み、PDCAサイクルを推進するととも 

に、組織として学習指導の在り方を見直し、指導と評価の一体化を図る。  

イ 多様な他者と協働する生徒を育てるために  

(ア) 教育活動全体を通じて、多様な他者と協働する力やコミュニケーション能力が高められるよう 

    に活動の充実を図る。  

(イ) 問題解決に向けた探究的な学習のプロセスの中で、自分の考えをもったり、他者と協働し考 

    えを深めたりできるように学習活動の充実を図る。  

ウ 自他を大切にする生徒を育てるために  

(ア) 生徒一人ひとりの人権感覚を高め、互いの人格や生命を尊重する心情や態度を育成する。ま 

た、教育活動全体を通じ、道徳教育を要として生徒一人ひとりの人格の形成や個性の伸長を 

図る。  

(イ) 特別支援教育に関する理解を深めるとともに、互いのよさや多様な在り方を認め合うインクル 

    ーシブな学校づくりと誰一人取り残さない教育を推進する。  

(ウ) コンサルティングの機会を活用してWEBQUの結果を丁寧に分析する等、アセスメント機能を 

    充実させ生徒理解に努め、自他を思いやる心を育むとともに支持的な学校風土を形成する。  

(エ) いじめ、不登校及びその傾向の生徒を生まない「魅力ある学校づくり」として、授業や学校行 

    事等の工夫や改善、居場所づくりを行うとともに、組織的な早期発見、早期対応、「いじめ見 

逃し「０」を徹底する。  

(オ) 特別活動の拡充を図り、集団や社会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、 

人間としての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。  

(カ) 安全指導等を通して、安全に関する情報を正しく判断する力を身に付け、安全のために行動 

    する実践力を育成する。  

(キ) 心身の健康の保持増進を目指し、心の発達や体の成長を適切に理解するとともに、食物アレ 

    ルギーに関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、健康的な生活習慣を形成する。  


